
　
水
道
の
料
金
形
態
は
、
お
家
に

通
し
て
あ
る
水
道
管
の
口
径
や
使

用
量
等
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ま
ち
で
個
々
に
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
く
同
じ
条
件
で
も
、
均
一

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
た

め
、
場
合
に
よ
っ
て
加
東
市
の
ほ

う
が
高
く
な
る
こ
と
も
、
安
く
な

る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

　
加
東
市
の
場
合
、
比
較
的
使
用

量
が
少
な
い
単
身
の
方
や
人
数
が

少
な
い
世
帯
で
は
、

水
道
料
金
が
近

隣
の
ま
ち
よ
り

安
く
な
り
ま
す
。

『
う
ち
は
家
族

が
多
い
の
に
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
』
と
い
う

方
も
ご
安
心
を
。
水
は
貴
重
な
も

の
で
す
。
節
水
に
努
め
て
い
た
だ

き
、
使
う
量
を
減
ら
し
て
い
け
ば
、

自
ず
と
料
金
は
安
く
な
り
ま
す
。

工
夫
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
安
い
料
金

で
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
可

能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
資
源
を

守
る
た
め
に
も
、
安
い
料
金
で
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
節
水
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
加
東
市
の
配
水
量
の
約
半
分
は

兵
庫
県
か
ら
買
っ
て
い
る
水
で
す
。

そ
ち
ら
の
単
価
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
、

加
東
市
も
合
わ
せ
て
料
金
を
安
く

で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
に
約
４
３
０
ｋ
ｍ
あ
る
配
水

管
の
管
理
費
用
等
を
捻
出
す
る
た

め
、
人
口
減
の
時
代
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
料
金
を
高
く
設
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
近
々

に
値
上
げ
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
部
管
理
課（
庁
舎
３
階
）

　
　
４
３
・
０
５
３
３

「
雑
が
み
」の
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　「
電
子
メ
ー
ル
で
、
覚
え
の
な
い
請
求
が
届
い
た
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
だ
ろ
う
か
」
等
の
架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
警

察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
２６
年
上
半
期
の
架
空
請
求
の
被
害
は
前
年
の
同

期
に
比
べ
て
急
増
し
て
お
り
、
被
害
総
額
は
３
倍
の
約
８１
億
円
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
請
求
し
て
き
た
業
者
に
連
絡
を
と
っ
た
り
、
料
金
を
支
払
っ
た
り
す

る
こ
と
で
請
求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
多
額
の
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま

っ
た
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、
興
味

本
位
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
い
き
な
り

登
録
完
了
の
画
面
が
出
て
、
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

○
あ
わ
て
て
業
者
に
連
絡
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　

　
　
連
絡
を
す
る
と
、
あ
な
た
の
氏
名
や
電
話
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
い
、
料
金
を
請
求
す
る
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
あ
わ
て
て
お
金
を
送
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
銀
行
振
り
込
み
で
は
な
く
、
救
済
が
よ
り
難
し
い
宅
配
便
や

郵
送
で
現
金
を
送
ら
せ
る
手
口
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活

相
談
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
東
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
庁
舎
１
階
・
生
活
課
内
）

　
　
４
３
・
０
５
０
２

消
費
者
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ

再
び
増
加
！
 

架
空
請
求
に
ご
注
意
を
！

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
環
境
省
に
よ
る
「
平
成
２４
年
度

一
般
廃
棄
物
処
理
実
態
調
査
」
で
、

兵
庫
県
４１
市
町
（
２９
市
１２
町
）
に

お
け
る
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み

量
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
加
東
市

は
、
２
年
連
続
で
、
家
庭
ご
み
の

排
出
量
が
一
番
少
な
い
ま
ち
と
な

り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
①
参
照
）。

　
こ
の
結
果
は
、
市
民
の
み
な
さ

ま
が
「
ご
み
を
減
ら
し
、
ご
み
を

出
さ
な
い
」
と
い
う
高
い
意
識
の

も
と
、
マ
イ
バ
ッ
グ
や
生
ご
み
の

水
切
り
を
実
践
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
成
果
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
家
庭
ご
み
と
事
業
所
ご

み
を
合
わ
せ
た
「
ご
み
全
体
」
の

排
出
量
も
、
県
下
で
５
位
（
昨
年

４
位
）
と
、
上
位
を
保
っ
て
い
ま

す
（
グ
ラ
フ
②
参
照
）。

　
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い
、
住
み

よ
い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、

市
民
の
み
な
さ
ま
、
事
業
者
の
み

な
さ
ま
、
市
役
所
が
一
体
と
な
っ
て
、

ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
減
量
を
進
め
、
ご
み

が
一
番
少
な
い
ま
ち
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

　
平
成
２５
年
度
の
燃
え
る
ご
み
の

内
訳
に
よ
る
と
、
資
源
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
が
、
燃
え
る

ご
み
に
多
く
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
③
の
と

お
り
）。

　
こ
れ
ま
で
か
ら
高
い
意
識
で
分

別
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
新
聞
紙
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
誌
・
紙
パ
ッ
ク

に
加
え
て
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て

出
し
て
し
ま
い
や
す
い
「
雑
が
み
」

（
広
告
・
封
筒
・
コ
ピ
ー
用
紙
・
メ

モ
用
紙
・
お
菓
子
の
紙
箱
な
ど
）
も
、

分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
お
願
い
し

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
際
は
、

資
源
ご
み
集
団
回
収
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
市
民
安
全
部
生
活
課（
庁
舎
１
階
）

　
　
４
３
・
０
５
０
３

　
毎
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
６５

歳
以
上
の
公
的
年
金
等
受
給
者
で

個
人
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
の

納
税
義
務
が
あ
る
方
は
、
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
金
額
か
ら
計
算

し
た
個
人
住
民
税
が
、
公
的
年
金

等
の
老
齢
基
礎
年
金
部
分
か
ら
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
等
の
金
額
が
年

間
１８
万
円
未
満
の
方
な
ど
、
対
象

外
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る
場
合

は
、
年
税
額
の
２
分
の
１
を
上
半

期
（
６
月
・
８
月
）
に
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
で

納
付
い
た
だ
き
、
年
税
額
の
２
分

の
１
を
下
半
期
（
１０
月
・
１２
月
・

２
月
）
に
公
的
年
金
等
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
表
①
参
照
）

　
ま
た
、
翌
年
度
も
引
き
続
き
特

別
徴
収
と
な
る
場
合
は
、
上
半
期

（
４
月
・
６
月
・
８
月
）
は
２
月

分
と
同
額
を
、
下
半
期
（
１０
月
・

１２
月
・
２
月
）
は
当
該
年
度
の
年

税
額
か
ら
上
半
期
の
徴
収
済
額
を

控
除
し
た
残
額
の
３
分
の
１
ず
つ

を
特
別
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
表
②
参
照
）

加
東
市
、家
庭
ご
み
の
少
な
さ
Ｖ
２
！

家
庭
ご
み
量
で
も
最
小
値
を
更
新
し
ま
し
た
！

加
東
市
、家
庭
ご
み
の
少
な
さ
Ｖ
２
！

家
庭
ご
み
量
で
も
最
小
値
を
更
新
し
ま
し
た
！

加
東
市
、家
庭
ご
み
の
少
な
さ
Ｖ
２
！

家
庭
ご
み
量
で
も
最
小
値
を
更
新
し
ま
し
た
！

１０００
９００
８００
７００
６００
５００
４００
３００
２００
１００
０

多可町

６１２
６８１ ６９６ ７２０ ７３０

７９８ ７９６ ８１７
８６２ ８７６

６１２

５１０

１０２

６８１

５５２

１２９

６９６

５２７

１６９

７１９

５６９

１５０

７３０

４７６

２５４

７８９

６６７

１２２

７９６

５７３

２２３

８１６

５７３

２４３

８６２

７１１

１５１

８７６

６２７

２４９

宍粟市 神河町 丹波市 加東市 市川町 西脇市 加西市 養父市 小野市

【グラム／人・日】

グラフ②　県下のごみ全体量ベスト10

グラフ③
加東市の燃えるごみの内訳

（平成25年度）

６５０

６００

５５０

５００

４５０

４００
加東市

４７６

５１０
５２７

５５２
５６９ ５７３ ５７３

６０２

６２７
６３８

６０２

６２７
６３８

多可町 神河町 宍粟市 丹波市 西脇市 加西市 伊丹市 小野市 豊岡市

【グラム／人・日】

グラフ①　県下の家庭ごみ量ベスト10

「
雑
が
み
」の
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

「
雑
が
み
」の
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

その他 ４%
厨芥類 ５%

木くず類 ９%

ビニール・
プラスチック類
１７%

紙・布類 ６５%

わたしがお答えします！
上下水道部管理課長
服部　紹吾

加
東
市
は
近
隣
の
ま
ち
よ
り

料
金
が
高
い
っ
て
聞
い
た
け
ど
、

本
当
な
の
？

法
人
市
民
税
法
人
税
割
の

税
率
改
正
の
お
知
ら
せ

公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て

加
東
市
は
近
隣
の
ま
ち
よ
り

料
金
が
高
い
っ
て
聞
い
た
け
ど
、

本
当
な
の
？

こ
れ
か
ら
料
金
は
高
く
な
る
の
？

安
く
な
る
の
？

こ
れ
か
ら
料
金
は
高
く
な
る
の
？

安
く
な
る
の
？

今
回
の
疑
問
　

今
回
の
疑
問
　

今
回
の
疑
問
　

水
道
料
金
に
つ
い
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
の
制
度
や

仕
組
み
、
ま
た
、
み
な
さ
ま
の
疑

問
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く

解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
平
成
２６
年
度
の
税
制
改
正
で
、

法
人
市
民
税
の
法
人
税
割
の
一

部
が
国
税
化
さ
れ
、
平
成
２６
年

１０
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業

年
度
か
ら
、
法
人
市
民
税
の
法

人
税
割
の
税
率
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
加
東
市
の
法

人
市
民
税
法
人
税
割
の
税
率
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
総
務
部
税
務
課
（
庁
舎
１
階
）

　
　
４
３
・
０
３
９
６

法人市民税法人税割の税率

表② 特別徴収の継続年度

※今回の税制改正に伴い、平成２６年１０月１日以後に開始
する最初の事業年度の予定申告額について、法人税割は
　「前事業年度の法人税割額×４．７÷前事業年度の月数」
　（通常は「６÷前事業年度の月数」）とする経過措置を
　実施します。

平成２６年９月３０日までに開始した事業年度

平成２６年１０月１日以後に開始する事業年度

事業年度の区分 税　率

１２．３％

９．７％

徴収区分

期

該 当 月

税　　額

年 金 特 別 徴 収

上半期（仮徴収）

前年度の２月に徴収
した額と同額ずつ

年税額から仮徴収した額を
差し引いた額の１／３ずつ

下半期（本徴収）

６月 １２月４月 １０月８月 ２月

表① 特別徴収の開始年度

徴収区分

期

該 当 月

税　　額

上　半　期

年税額の１／４ずつ 年税額の１／６ずつ

下　半　期

普 通 徴 収 年金特別徴収

１２月６月（第１期） １０月８月（第２期） ２月

問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
税
務
課
（
庁
舎
１
階
）
　
４
３
・
０
３
９
６
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